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自己紹介�

}  名前 
}  天笠俊之 

}  所属 
}  筑波大学大学院システム情報工学研究科 

}  北川データ工学研究室 

}  筑波大学計算科学研究センター 

}  研究テーマ 
}  データ工学 
}  データベース，データベースシステム 
}  XMLデータ，XMLデータベース 
}  科学分野におけるデータ工学の応用	
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筑波大学計算科学研究センターの 
あらまし�
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筑波大学計算科学研究センター 
研究部門�

サイエンス	
 CS	


}  素粒子物理研究部門 
}  宇宙・原子核物理研究部
門 

}  量子物性研究部門 
}  生命科学研究部門 
}  地球環境研究部門 

}  高性能計算システム研究
部門 

}  計算情報学研究部門 
}  データ基盤分野 
}  計算メディア分野	
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大規模科学データへの取り組み �

}  データ工学（データベース，データマイニング）の観点か
ら，科学データの管理・運用，知識発見 

}  主なコラボレーション 
}  地球環境研究部門 

}  大規模気象データベースGPV/JMA 
}  気象データ分析 

}  素粒子物理研究部門 
}  ILDG / JLDG 

}  産業技術総合研究所 
}  GEOGridプロジェクト 

¨ 大規模異種衛星センサデータ 

}  国土交通省国土技術政策総合研究所 
}  河川シミュレーション 
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本日の話題�

}  ASTER衛星画像からのイベント検出 

}  気象文献データベースからの専門語抽出 
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Wikipedia	
  からの専門語抽出	
  
-­‐	
  専門性の推定 -­‐	


•  ベクトル空間モデルを用いた専門性推定	
  
– Vt:	
  専門語候補 t	
  のベクトル	
  

•  V't:	
  ベクトル Vt	
  を正規化したベクトル	
  
– Vcat:	
  ドメインカテゴリベクトル	
  
–  dft:	
  専門語候補 t	
  が出現する記事の数	
  

•  推定したスコアによる降順ソート	
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Wikipedia	
  からの専門語抽出	
  
	
  -­‐	
  評価と専門語の決定 -­‐	


専門語候補の	
  
抽出	


専門性の推定	


Wikipedia	
  からの専門語抽出	


評価と	
  
専門語の決定	


専門語	


ソート済み	
  
専門語候補	
専門語候補	


気象分野の記事	

既存の気象用語集	


•  評価	
  
– 既存の気象用語集を正解とする	
  

•  専門語の決定	
  
– 評価の結果から，上位何語を専門語とするか	
  
決定する	
  

全記事	




Wikipedia	
  からの専門語抽出	
  
-­‐	
  評価と専門語の決定 -­‐	


•  評価	
  
– Recall, Precision, F-measure を算出	
  
– 評価対象がどれだけ正解しているか	
  

•  正解セット C:	
  既存の気象用語集	
  
•  候補セット R:	
  専門語候補上位 N	
  語	
  

•  専門語の決定	
  
– Recall, Precision, F-measure から，上位何語を	
  
専門語とするか決定する	
  

C: 気象用語集 R: 専門語候補 
上位 N 語	
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提案手法:	
  概略	


Wikipedia	
  からの	
  
専門語抽出	


気象学論文からの	
  
専門語抽出	


気象学
論文	
  
セット	
  

ウェブ	


既存の気象用語集	


ウェブ検索	
  
エンジン	


ウェブページ	


専門語
セット	


専門性の推定	


専門性の推定	




気象学論文からの専門語抽出	


•  四つのフェーズ	
  
– 専門語候補の抽出	
  
– フィルタリング	
  

– 専門性の推定	
  
– 専門語の決定	
  

専門語候補の	
  
抽出	


専門性の推定	


論文からの専門語抽出	


評価と	
  
専門語の決定	


専門語	


ソート済み	
  
専門語候補	


フィルタリング	
  

フィルタ済み	
  
専門語候補	


気象学	
  
論文	
  
セット	


ウェブ検索	
  
エンジン	


ウェブ	


Wikipedia	
  	
  
から抽出した	
  
専門語	


専門語候補	


既存の気象用語集	




実験	
  
Wikipedia	
  からの専門語抽出	


•  英語 Wikipedia	
  のダンプデータ	
  
–  全記事数:	
  1,000万 (24	
  GB)	
  
–  気象学に関する記事数:	
  2,199	
  

•  処理時間	
  
–  専門語候補の抽出	
  

•  24	
  分	
  
–  専門性の推定	
  

•  1	
  時間 31	
  分	
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F-­‐measure	
  が最大となる	
  
上位 20,200	
  語	
  
を専門語として抽出	




実験	
  
気象学論文からの専門語抽出	


•  気象学論文	
  
–  日本気象学会:	
  2	
  誌，3,067	
  論文（日本語論文は除去）	
  
–  American	
  Meteorology	
  Society:	
  15	
  誌，	
  21,396	
  論文	
  
–  計 24,463	
  の気象学論文	
  

•  処理時間	
  
–  専門語候補の抽出	
  

•  25	
  時間	
  
–  フィルタリング	
  

•  2	
  時間 32	
  分	
  
–  専門性の推定	
  

•  14	
  時間	
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実験	
  
専門家による評価	


•  評価方法	
  
– 気象学・気候学を専門としている学生	
  

•  博士3名，修士4名	
  
– 専門語として抽出した200語	
  

•  それぞれ異なった語を評価	
  
•  内訳	
  

–  100語:	
  Wikipedia から抽出した専門語 20,050	
  語から無作為抽出	
  
–  100語: 気象学論文から抽出した専門語 72,000	
  語から無作為抽出	
  

抽出元＼添削者	
 博士A	
 博士B	
 博士C	
 修士D	
 修士E	
 修士F	
 修士G	
 平均	


Wikipedia	
 70	
 45	
 34	
 39	
 59	
 35	
 51	
 47.57	


気象学論文	
 87	
 54	
 34	
 35	
 77	
 37	
 56	
 54.29	


合計	
 157	
 99	
 68	
 74	
 136	
 72	
 107	
 101.86	


200語中，専門語として判断された語の数	




実験	
  
専門家による評価	


•  正解・不正解の分布	
  
– Wikipedia	
  からの専門語抽出	
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実験	
  
専門家による評価	


•  正解・不正解の分布	
  
– 気象学論文からの専門語抽出	
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まとめと今後の課題	


•  気象学分野を対象に専門語抽出を試みた	
  
–  新たな抽出手法の提案	
  

•  TermExtractor	
  の考え方をベース	
  
•  Wikipedia	
  からの専門語抽出	
  
•  気象学論文からの専門語抽出	
  

–  実験	
  
•  Wikipedia	
  から 22,000，気象学論文から 7,400	
  を	
  
専門語として抽出した	
  

•  気象学専攻の学生に評価してもらった	
  
–  約半数が正解であると判断された	
  

•  今後の課題	
  
–  スコア（専門性の推定）の改良	
  
–  ソートした専門語候補全体に対し専門家による評価	
  

•  スコアリングの手法の妥当性を確認	
  
•  上位 22,000	
  や 74,000	
  語で切るのが正しいのか検証	
  


